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2001/02 66 51 11 8 7 0 74 58 11

2002/03 227 179 35 195 154 23 422 333 58
2003/04 208 155 36 7 6 1 215 161 37
2004/05 245 175 46 414 308 71 659 483 117

2005/06 239 209 35 3 3 0 242 35
2006/07 238 40 106 94 8 344 267 48

2007/08 191 27 6 6 0 197 162 27
2008/09 273 46 214 176 487 375 70
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non
本題に入る前に・・・．5シーズンの平均罹患率は、Aでは4.3％、Bでは2.7％．

non

non


non


non


non


non
第1感染者としては12歳以下の小児が・・・、第2感染者は母親と乳幼児．第2･3と感染は広がっている


non
8シーズンの罹患者2426人は1875家族に属し、それらの家族の21.5％に家族内感染が認められた


non
ウイルスはいつまで感染力を保ち、どのように感染は広がるのか


non
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non
無治療だと、発症6日後にも50％の罹患者にウイルスが残存．治療すれば、ウイルスは1.5～2.5日早く消失する．


non
4人家族では5家族のうち3家族に家庭内感染、家族感染率は60％．感染を受ける可能性がある人(4‐1)X5=15人のうち5人が感染、家族内感染率30％．


non


non
解熱後もウイルスはしばらく残存し、2日後でも罹患者の40％に残っている．


non
第2感染者発症までは、第一感染者発症からAでは2～3日後、Bでは3～5日後が多く、Aでは7日まで、Bは8日まで感染は持続する


non
Ｂに対してタミフルではウイルスの消失が遅れるので、治療はリレンザが良．Aでは治療の差は無い．
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non
．

non


non


non


non


non


non
家族人数が増えれば家族感染率は高くなるが、家族内感染率が高くなるわけではない．


non


non
低年齢層が第一感染者となった場合は、家族感染、家族内感染の頻度は高い


non


non
家族感染率は21.6％．家族内感染率は10.2％．


non
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non
未だ見ぬ子を想像し、将来を夢見て描いた「家族」．スペイン風邪流行時における家庭内感染．


non


non
病欠日数と罹患率とは相関しない．


non
2年連続してH1小学校の罹患率が他校より高いことより、環境因子も考えられる．


non


non
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non
クラスでの最初の罹患者は全校罹患者の47.0％．19.6％の罹患者から学校内感染が広がり、学校内で53.4％が感染を受ける．


non


non


non
有熱状態での登校が11％．在校時発熱が１０％認められている．


non
直前のスライドは2年3組．他のクラスも感染グループを構成している．（赤い矢印は兄弟感染）


non
低学年の罹患率が高い．同じ学年でも罹患率の差が大きいのは何らかの原因がある．原因が分かれば予防策が取れる．
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non
23週（6/1)から、FluAと混在．新学期が始まって2週間後、38週（9/14)に激増．季節性と年齢層が異なる．


non
2009年：新型は1週間で学校内に拡大．


non


non
2003年の流行：季節性Fluは4～5週をかけて、感染グループを作りながら学校内に拡大．


non
初発から4～5週で川崎市7区に播種され、小流行を繰り返し増加する．水輪の広がりとは異なる．


non
夏休みまで増加していた通学年齢層が休みで減少．新学期から再び増過．
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non
季節性Fluは1週間で4％の増過．新型は8％．


non
リストはFAXで送ってもらう．重症者の早期発見が重要．

non


non


non
学校閉鎖4日後でも、発症者が見られることより、潜伏期間は長いと思われる。


non
感染は近隣の席に広がっていることより、飛沫感染が主．
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non


non


non


non


non
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